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ペットボトルリサイクルシンポジウム 

議事次第 

 

 

 

日   時：平成２６年１２月２２日（月）１３：００～ 

 

場   所：大手町サンスカイルーム A室 

      東京都千代田区大手町 2丁目 6番 1号 27 階 

 

コンセプト： 

ペットボトルの店頭回収は、自治体の廃棄物処理によらず、事業者から自ら社会的な責任

を果たすものである。廃ペットボトルリサイクルに積極的な関係者を集めたシンポジウムを

開催し、店頭回収に取り組む関係者のそれぞれの取組みや課題を共有する。本シンポジウム

を通じて、店頭回収の意義や効果を確認し、関係者の意欲や関心を高め、廃ペットボトルの

回収ルートを多様化させることに資する。 

 

プログラム： 

 

 

 

開会挨拶 経済産業省
環境省

13:10-13:25 民間回収ルート実態調査 酒巻 弘三氏

(15min) スチール缶リサイクル協会

13:25-13:40 店頭回収の取組事例 永井 達郎氏

(15min) セブン＆アイ・ホールディングス

13:40-13:55 リサイクルの現状 古澤 栄一氏
(15min) 廃PETボトル再商品化協議会

13:55-14:25 リサイクル製品の利用状況 高田　宗彦氏
(15min×2) サントリービジネスエキスパート

冨樫 英治氏
株式会社エフピコ

14:25-14:40 休憩
(15min)

14:40-15:00 基調講演：問題提起 石川　雅紀氏
(20min) 神戸大学大学院

15:00-15:50
(ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ)

15:50-16:00 （質疑応答・総括）

閉会挨拶 経済産業省16:00-16:05

   古澤 栄一氏（廃PETボトル再商品化協議会 会長）

   高田 宗彦氏（サントリービジネスエキスパート 部長）

   冨樫 英治氏（株式会社エフピコ　環境対策室）

セッションⅠ（事例等報告）　　　　　　　　　　　　　　　　　1時間30分

セッションⅡ
（パネルディスカッション）　　　    　                  　１時間20分

ファシリテーター：石川　雅紀氏（神戸大学大学院教授）
   辰巳 菊子氏（日本消費生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ･ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ協会常任顧問）

   馬場 未希氏（日経エコロジー副編集長）

   志村 公久氏（東京都資源循環推進部計画課 課長

   酒巻 弘三氏（スチール缶リサイクル協会 顧問）

   永井 達郎氏（セブン＆アイ・ホールディングス）

テーマ：ペットボトルリサイクルの促進に向けた連携の取組

13:00-13:10

 

・辰巳 菊子氏 （日本消費生活ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ･ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ協会常任顧問） 
・馬場 未希氏 （日経エコロジー副編集長） 
・古澤 康夫氏 （東京都資源循環推進部計画課 課長補佐） 
・酒巻 弘三氏 （スチール缶リサイクル協会 顧問） 
・永井 達郎氏 （株式会社セブン＆アイ・ホールディングス） 
・古澤 栄一氏 （廃 PET ボトル再商品化協議会 会長） 
・高田 宗彦氏 （サントリービジネスエキスパート 部長） 
・富樫 英治氏 （株式会社エフピコ 環境対策室） 
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セッションⅠ（事例報告等） 

 

 

 

民間回収ルート実態調査 

 

 

 

スチール缶リサイクル協会 

 酒巻 弘三氏  
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セッションⅠ（事例報告等） 

 

 

 

店頭回収の取組事例 

 

 

 
株式会社セブン＆アイ・ホールディングス 

永井 達郎氏 

   

21



22



400t
PB

850t

150t

2000t 1800t

1

23



   

 
 
 

 

  

 
 

  
2

 

3

24



 
 

 
 

 
 

4

 
 

 
 

5

25



66 120 57 2

to

to

6

2

7

26



190
195
200
205
210
215
220
225
230
235
240

0

200

400

600

800

1000

1200

1400

2012 2013 2014

13 9
14 8 3

/

14 1

150%

8

9

27



 
 

 
 

10

28



セッションⅠ（事例報告等） 

 

 

 

リサイクルの現状 

 

 

 

廃ＰＥＴボトル再商品化協議会 

 古澤 栄一氏  
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セッションⅠ（事例報告等） 

 

 

 

リサイクル製品の利用状況 

 

 

 
サントリービジネスエキスパート株式会社 

高田 宗彦氏 

 

  株式会社エフピコ   

富樫 英治氏  
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Surrogate Concentration
(mg/kg)

NMP 230

2-(2-Buthoxyethoxy)ethanol 50

Diethylketone 40

Toluene 43

Benzophenone 210

Naphthalene 11

Decane 4

Phenylcyclohexane 0.4

Table4
Initial concentration of surrogates in contaminated batch
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セッションⅡ（パネルディスカッション） 

 

基調講演・問題提起 

 
 

 

 
神戸大学大学院 

石川 雅紀氏 
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